今日でもこのように言われる「ヤハウェの山で、彼は現れる」と。 : 創世記22章14節後半をめぐって by 岩嵜 大悟 & Daigo Iwasaki
1－　　－
０．はじめに



















（ 1 ） 本稿でのヘブライ語聖書の訳文は特に断らない限り、拙訳である。
（ 2 ）（Sarna, 1989: 154）。Sarnaはこの「ことわざ」について、「このエピソードに基づく一般的なことわざ
（popular saying）である。これは物語の一部ではなく、編集上の付記（editional note）である」と述べ
ている。
（ 3 ） （Zimmermann, 1954: 87）。
（ 4 ） 新共同訳、口語訳、新改訳第三版、フランシスコ会訳（合本）、関根正雄訳（岩波文庫版、教文館版
とも）、木田訳（聖書の世界）、NRSV、NIV、RSV。
（ 5 ） 中沢訳、関根清三訳、月本訳（岩波訳分冊、合本とも）、Neue Jerusalem Bibelの諸翻訳のほか、水野、
Fox、Friedman、Hamilton（NICOT）、Wenham（WBC）、Walters、von Rad（ATD）、Ruppert、Seebass
による注解書・論文における訳文。


































（ 7 ） （Westermann, 1981: 445）。中沢は訳文を括弧に入れており、Ruppertも訳文の書体を変更して、付加と
して扱っている。
（ 8 ） （ノート、1986：72、注 70）。






























（11） （Mathews, 2005: 297）、（Hamilton, 1995: 114）を参照。しかし、この訳を取るためには、マソラ本文の
前置詞 ְּבの母音を変更する必要がある。
（12） Jerusalem Bible、New Jerusalem Bible、New American Bible。
（13） （Sarna, 1989: 154）。















ば、民 10：33、詩 24：3、イザ 2：3、同 30：29、ミカ 4：2、ゼカ 8：3の 6回現れ














（16） この形には母音符号の違いから、「רֵמאֵָי」（創 32：29など）、「רֶמ אֵָי」（イザ 4：3）、「רֵמאֵָי」（創 10：9な
ど）という三つの形が存在するが、同じニフアル形の 3人称未完了男性単数であるので、ここでは区
別しなかった。
（17） 前置詞を伴う形を含み、「主の神殿の山（הָוהְי־תיֵבּ רַה）」（イザ 2：2など）等、他の名詞を伴う表現は
除いた。
（18） ‘In the mount of Yahwe he (it) is seen’
（19） ‘In the mount of Y. men appear’
（20） ‘In the mount where Y. is seen’









ウェ（後述）、エル（創 35：1）、エロヒーム（創 35：9、代下 1：7）、エル・エロヒー
ム（詩 84：8）、エル・シャッダイ（創 48：3、出 6：3）、ヤハウェの使い（出 3：2、
士 6：12、13：3）、ヤハウェの栄光（出 16：10、レビ 9：23、民 14：10等）などの
語が主語となっている。このうち、明示された形でヤハウェを主語としている用例
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